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研究活動の流れ
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 活動のポイントを掴む
研究活動とは？

 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
形骸化とは？

 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣

 仮説を⽴てる
｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣

 裏付けを取る
アンケート調査を実施

 対策を検討
原因から事象そして対策へ

 結果をまとめる
ハンドブックを作成



研究活動の流れ - 活動準備
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 活動のポイントを掴む
研究活動とは？

 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
形骸化とは？

 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣

 仮説を⽴てる
｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣

 裏付けを取る
アンケート調査を実施

 対策を検討
原因から事象そして対策へ

 結果をまとめる
ハンドブックを作成



活動準備

過去4年分の研究会活動
報告書の読み合わせを実施

ポイントを掴む

ポイントは
・活動の⽬的
・仮説
・仮説の実証⽅法

研究テーマ選定にあたり
そもそも研究とはどのようなことを⾏うのか
イメージできなかった



研究活動の流れ - サブテーマ選定
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 活動のポイントを掴む
研究活動とは？

 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
形骸化とは？

 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣

 仮説を⽴てる
｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣

 裏付けを取る
アンケート調査を実施

 対策を検討
原因から事象そして対策へ

 結果をまとめる
ハンドブックを作成



サブテーマ選定

• ｢ユニシス研究会で研究した成果を⾃社や⾃部署に
持ち帰り、運⽤業務に活かしたい」
•全員が共感でき、運⽤業務に活かせること

ステップ1. 全員で議論ステップ1. 全員で議論

• 運⽤品質向上でインターネット検索
｢システム障害における原因はオペレーションミス
の割合が4割と⼤きな割合を占めている｣

【Gartner Columnより】
•オペレーションミスの回避がシステム運⽤の
品質向上に⼤きく貢献する

ステップ2. ヒント検索ステップ2. ヒント検索



サブテーマ選定

• ｢⼿順書｣、｢マニュアル｣、｢チェックリスト｣は
全員使⽤している
•これらの形骸化でオペレーションミスが発⽣
した事例を多く経験し問題意識を持っていた

ステップ3. 各⾃の業務を確認ステップ3. 各⾃の業務を確認

ステッ
プ3.

ステッ
プ2.

ステッ
プ1.

仮サブテーマ
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等
の形骸化をなくせ !!｣



研究活動の流れ - サブテーマ絞り込み準備
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 活動のポイントを掴む
研究活動とは？

 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
形骸化とは？

 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣

 仮説を⽴てる
｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣

 裏付けを取る
アンケート調査を実施

 対策を検討
原因から事象そして対策へ

 結果をまとめる
ハンドブックを作成



サブテーマ絞り込み準備

• ｢誕⽣･成⽴当時の意義や内容が失われたり忘れられ
たりして、形ばかりのものになってしまうこと」

【三省堂 ⼤辞林第三版より】
•漠然としている

検討1. 形骸化とは何か検討1. 形骸化とは何か

• メンバー⾃⾝が考える形骸化
周囲での形骸化事象から
•当グループの形骸化定義
｢既存のルール⾃体が守られないこと、
またはルールや成果物の当初の⽬的が
果たされないこと｣

検討2. 形骸化の定義検討2. 形骸化の定義



サブテーマ絞り込み準備

• 様々な形骸化事例について
｢インターネット検索｣、｢聞き込み｣、｢勉強会｣を
通じて調査

•多種多様な事例が収集できた

検討3. 形骸化の事例調査検討3. 形骸化の事例調査

事例収集により
｢形骸化対策を考察するための資料も
収集できた｣



研究活動の流れ - サブテーマ絞り込み
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ハンドブックを作成



サブテーマ絞り込み

遵守･使⽤存在の認識形骸化対象

ルール･成果物

存在を知らない 遵守･使⽤
していない

存在を知っている

遵守･使⽤
している

遵守･使⽤
していない

• どのような状態を形骸化と位置付けるのか
ステップ１. 研究範囲の絞り込みステップ１. 研究範囲の絞り込み



サブテーマ絞り込み

• 研究対象について、イメージを共有できるか
ステップ２. 研究対象の絞り込みステップ２. 研究対象の絞り込み

• ⼿順書、マニュアル
全員のイメージがバラバラ

• チェックリスト
全員のイメージがほぼ⼀致

サブテーマ
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣



研究活動の流れ - 原因仮説
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 活動のポイントを掴む
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 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
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 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣

 仮説を⽴てる
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 結果をまとめる
ハンドブックを作成



原因仮説

• 対策⽴案のため、形骸化の原因を分類（過程）
ステップ１. 形骸化原因の分類ステップ１. 形骸化原因の分類



• 分類を基に、原因となりうる要素をピックアップ
ステップ２. 仮説⽴案ステップ２. 仮説⽴案

関東８グループとしての仮説
チェックリストが形骸化する原因

• ｢内容｣に問題あり
• 運⽤する｢プロセス｣に問題あり
• ｢数｣に問題あり

原因仮説



• チェックリストが形骸化する仮説を詳細化（抜粋）
ステップ３. 仮説の詳細化ステップ３. 仮説の詳細化

原因仮説

• ｢内容｣に問題あり
実施する⽬的がわからない

• 運⽤する｢プロセス｣に問題あり
構成管理のプロセスがない
⻑期間チェックリストを更新していない

• ｢数｣に問題あり
チェックリストの項⽬数が多い



研究活動の流れ - 原因⽴証
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 活動のポイントを掴む
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 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣
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形骸化とは？

 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣
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 結果をまとめる
ハンドブックを作成



• 仮説⽴証のため、メンバー企業へアンケートを配布
ステップ１. アンケート配布ステップ１. アンケート配布

• 仮説にずれがない
か？

• 形骸化している
チェックリストは
どのくらいあるの
か？

アンケート諸元
・配布⼈数：133/184⼈
・回答者の内訳

役職
管理職：017⼈
担当職：114⼈
その他：002⼈

職種
システム開発/保守：70⼈
システム運⽤/保守：85⼈
その他ム運⽤/保守：04⼈

原因⽴証



• 仮説とずれがないか、収集結果を分析
ステップ２. アンケート収集結果分析ステップ２. アンケート収集結果分析

形骸化しているチェックリストの割合
形骸化しているチェックリストを使⽤している

98% の⼈が
｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣のいずれかに

問題意識を持っていた！

仮説に概ねずれはなかった！

形骸化しているチェックリストを使⽤している
98% の⼈が

｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣のいずれかに
問題意識を持っていた！

仮説に概ねずれはなかった！

原因⽴証



• その他の回答内訳
ステップ２. アンケート収集結果分析ステップ２. アンケート収集結果分析

チェックリストの｢内容｣に問題チェックリストを運⽤する｢プロセス｣に問題チェックリストの項⽬数が多いと感じる割合

原因⽴証



研究活動の流れ - 対策⽴案

活動準備

サブテーマ選定

サブテーマ
絞り込み準備

サブテーマ
絞り込み

原因仮説

原因⽴証

対策⽴案

まとめ

形
骸
化
の
原
因
と

対
策
を
⽴
案

 活動のポイントを掴む
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 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
形骸化とは？
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｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣
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原因から事象そして対策へ

 結果をまとめる
ハンドブックを作成



• 以下を源泉として対策を⽴案
• ｢メンバーの考察｣
• ｢アンケートの結果｣
• ｢形骸化事例で集めた資料｣

検討1. 対策の検討検討1. 対策の検討

• 本研究の⽬的は･･･
• ｢形骸化を防⽌する｣
• ｢研究した成果を⾃社や⾃部署に
持ち帰れる｣

• ｢運⽤業務に活かせる｣

検討2. 検討した対策の成果物は検討2. 検討した対策の成果物は

対策⽴案



ハンドブックにしたポイント
• すぐに⼿に取って確認できる
• 成果を持ち帰れる
• 実業務に役⽴つ

｢形骸化防⽌ハンドブック作成｣

対策を検討･⽬的の再確認の結果･･･

対策⽴案



対策⽴案



事例1 チェックリストの内容に対する対策

原因
•⽬的がわからない
•単純作業となっている

事象
•やらされ感が強くなる

対策
•チェックリストに⽬的を記載
•作成に使⽤者が関わる

対策⽴案



反映例 チェックリストに⽬的を記載

対策⽴案



事例2 チェックリストの運⽤プロセスに対する対策

原因
•構成管理のプロセスがない
•⻑期間⾒直しされていない

事象
•⾒直しがされない事による業務との乖離

対策
•チェックリストに有効期限を設ける
•責任者の明確化

対策⽴案



反映例 チェックリストに有効期限を設ける

対策⽴案



反映例 ハンドブックに構成管理プロセスの例を掲載

対策⽴案



反映例 ハンドブックに管理票の例を掲載

対策⽴案



事例3 チェックリストの数に対する対策

原因
•チェック項⽬の重複が多い

事象
•モチベーションが下がり、チェックが雑

になる

対策
•チェック項⽬の数は30未満とする

対策⽴案



反映例 チェック項⽬の数は30個未満とする

対策⽴案



対策⽴案

評価⽅法
• 実施⽅法: ヒアリング
• 対象: メンバーの所属企業
• 回答⼈数: 11⼈
回答内容
• 好意的意⾒: ハンドブックの通りに⾏えば形骸化しない等
• 否定的意⾒: ハンドブックとしての機能⾯の検証が必要
• 改善要望: PDCAをまわすような内容が⾒えるともっと良い

評価
•11名中9名の⽅が参考にしたいと評価
•今後の改善点として、品質向上に効果があるかの評価が必要

ハンドブックの評価
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 活動のポイントを掴む
研究活動とは？

 仮サブテーマを決定
｢⼿順書、マニュアル、チェックリスト等の形骸化をなくせ !!｣

 形骸化を定義
形骸化とは？

 サブテーマを確定
｢チェックリストの形骸化をなくせ !!｣

 仮説を⽴てる
｢内容｣、｢プロセス｣、｢数｣

 裏付けを取る
アンケート調査を実施

 対策を検討
原因から事象そして対策へ

 結果をまとめる
ハンドブックを作成

研究活動の流れ - まとめ



まとめ

活動の成果
• チェックリスト形骸化の仮説を⽴証
• 持ち帰れる成果物の作成
• 品質向上の具体的な取り組みを開始

今後実施したいこと
• ハンドブックの実業務での評価
• アンケート⺟数を増やした調査･分析



まとめ

終わりに

•苦労した点

•メンバーの成⻑



おわり

ご清聴ありがとうございました
我々の活動報告をお聞き頂きお礼申し上げます。


